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平成 27 年 2 月 5 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

○出雲崎ッズ ２日（月）・９日（月）・１６日（月）・２３日（月） 

○さわやかスポーツ教室 ３日（火）・１７（火）  ○書道教室 ５日（木）・１９日（木） 

○絵画教室 １２日（木）・２６日（木）  ○めばえ教室 １３日（金）・２７日（金） 

今年で５回目となる「天神さま街道」。毎年、出雲崎・柏崎・刈羽の３ 

市町村において、地域の皆様がお持ちの様々な「天神さま（学問の神様・ 

 

｢天神さま｣の像・掛け軸 
（良寛記念館展示） 

展示会場 展示期間 休日 

天領の里時代館 1 月 18(日) 

～3 月 1 日(日) 

2／4（水） 

良寛記念館 毎週水曜日 

大黒屋菓舗 
1 月 5(月) 

～節分ころ 
無 休 

北国街道 

妻入り会館 

1 月 26 日(日) 

～2 月 25 日(火) 

 

菅原道真公）」をお借り 

し、展示しています。 

出雲崎町内での｢天神

さま｣の展示会場及び展

示期間は右記のとおり

となっておりますの

で、ぜひ一度ご覧にな

ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 青少年育成出雲崎町民会議はメディアコントロールのス

ローガン決定を受けて、1 月 8 日（木）に出雲崎小・中学校

において、最優秀賞、優秀賞の表彰式を行いました。 

 今後は、小・中学生はじめ町民一同「０の付く日」はテ

レビやゲーム等に関わる時間を減らし、家族とのふれ合い

や絆を深める時間を増やすために、家庭での取り組みが非

常に大切ではないかと感じました。 

のぼり旗 

表彰式の様子 

 また、完成した鮮やかなピンク色ののぼり旗を町内の各施設に配布し、ノーメディア運動の 

普及・啓発に取り組んでいきたいと思います。 

 町教育委員会では、中央公民館・町民体育館及び海岸公民館の管理人を募集します。詳しくは、今回の回覧

文書『中央公民館・町民体育館及び海岸公民館管理人募集について』をご覧ください。 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

現在、公民館では、平成２７年度の成人向け教室等の事業計画を検討しています。 

来年度も今年度開催した書道や英会話、ガーデニング教室等のほか新たに「ちぎり絵教室」の開催を予定

しています。ちぎり絵は、和紙を思い思いにちぎり、素敵な作品を作り出すことができます。小物の贈り物

としてはもちろん、気軽にはじめられる趣味として楽しむことができます。 

正式決定後の４月以降に、町内の皆さまに参加者を募集いたします。知り合いの方等お誘い合わせのうえ、

多くの皆さまの参加をお待ちしています。 

 1 月 26 日（月）、「文化財防火デー」に合わせて文化財防火訓練を

実施しました。良寛記念館での訓練は、町文化財調査審議会委員の

方からも立会いいただき、火災の通報からお客様の避難誘導、記念

館内の貴重な文化財の持ち出し等の訓練を中心に、役場消防隊によ

る放水訓練も行いました。 

有事の際の避難計画や文化財への愛護の心を再認識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

おまえが死ぬのを見たい―男はそう言ってｱﾚｯｸｽを監禁した。衰弱

した彼女は、死を目前に脱出を図るが…しかし、ここまでは序章に

すぎない。ｱﾚｯｸｽの壮絶なる秘密が明かされるや、物語は大逆転を繰

り返し、最後に待ち受ける慟哭と驚愕へと突進するのだ。 

キャプテンサンダーボルト 

･･･阿部 和重,伊坂 幸太郎 著 
 世界を救うために、二人は走る。東京大空襲の夜、東北の

蔵王に墜落した B29。公開中止になった幻の映画。迫りくる

冷酷非情な破壊者。すべての謎に答えが出たとき、ｶｳﾝﾄﾀﾞｳ

ﾝがはじまった。二人でしか辿りつけなかった到達点。 

その女アレックス ･･･ﾋﾟｴｰﾙ・ﾙﾒｰﾄﾙ 著 

人間の直立二足歩行を成しとげた筋肉――この

大腰筋こそが、あらゆる健康のカギを握っているこ

とがわかってきたのです！  

人生は ZOO っと楽しい！ 

･･･水野 敬也,長沼 直樹 著 
65枚のかわいくてﾕｰﾓﾗｽな動物園の人気者たちの写真と、

忘れがちな「大切なこと」を教えてくれるﾌﾚｰｽﾞを収録。裏

には偉人のｴﾋﾟｿｰﾄﾞと名言も掲載。1 枚 1 枚、切り取って使

えます。 

寝たきり老人になりたくないなら大腰筋を鍛えなさい 

-10 歳若がえるための 5つの運動- ･･･久野 譜也 著 

鑑賞会の様子 

現在、良寛記念館では冬の企画展「在世時の良寛像」を開催しています。

今回の企画展では、良寛さんの在世中または没後間もない頃に描かれた良

寛さんの肖像画を多く展示し、良寛さんと実際に交流した人達が良寛さん

をどのように捉えていたかを窺うことのできる文書類を紹介しています。 

1 月 24 日（土）には、良寛記念館の本間館長を講師として、展示され

た作品についての鑑賞会を開催しました。これには 20 人の方が聴講に訪

れ、講師による解説に耳を傾けていました。この企画展は 3 月 31 日（火）

まで開催しています。皆様のご来場をお待ちしています。 

防火訓練の様子 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
〉 

〈西
乃
越
句
会
〉 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

こ
の
時
節
、
荒
れ
た
海
を
見
て
い
る
と
、
幕
末
の

頃
、
出
雲
崎
に
滞
留
し
た
こ
と
の
あ
る
吉
田
松
陰
の

話
を
思
い
出
す
。
そ
の
こ
と
は
後
で
述
べ
る
と
し
て
、

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
吉
田
松
陰
の
末
妹

で
、
後
に
久
坂
玄
端
（
く
さ
か
げ
ん
ず
い 

長
州
藩

士
）
の
妻
と
な
る
杉 

文
を
主
人
公
に
し
て
、
幕
末

か
ら
明
治
維
新
に
向
け
た
激
動
の
時
代
を
ド
ラ
マ
化

し
て
い
る
。
松
陰
も
長
州
藩
士
。
教
育
者
・
思
想
家
・

兵
学
者
で
あ
り
、
特
に
明
治
維
新
の
精
神
的
指
導
者

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

松
陰
は
幼
少
の
頃
か
ら
学
問
に
長
け
て
い
た
。
5

歳
で
、
叔
父
玉
木
文
之
進
（
松
下
村
塾
開
設
）
に
孟

子
の
教
え
を
厳
し
く
叩
き
込
ま
れ
、
ま
た
、
山
鹿
流

の
兵
法
書
を
暗
記
さ
せ
ら
れ
た
。
10
歳
で
、
長
州
藩

の
藩
校
・
明
倫
館
で
山
鹿
流
兵
学
を
教
え
る
ま
で
に

至
っ
た
。
翌
年
に
は
長
州
藩
主
・
毛
利
教
親
の
前
で

「
武
教
全
書
」
を
講
義
し
、
そ
の
後
、
長
沼
流
及
び

山
鹿
流
兵
学
の
免
許
を
受
け
る
と
と
も
に
、
若
干
19

歳
に
し
て
藩
校
・
明
倫
館
の
独
立
師
範
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
九
州
遊
学
を
終
え
て
萩
に
帰
っ
た
の
ち
、

江
戸
に
出
た
。
こ
の
時
、
藩
校
の
経
学
や
兵
学
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
北
へ
の
遊
学
を
宮
部
鼎
蔵

（
み
や
べ
て
い
ぞ
う 

熊
本
藩
士
）
ら
と
計
画
し
、

出
発
す
る
。
22
歳
の
時
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
旅

に
大
問
題
が
起
こ
る
。
藩
に
東
北
旅
行
の
許
可
願
を

出
し
た
も
の
の
、
藩
の
旅
行
許
可
書
（
通
行
手
形
）

を
得
ぬ
ま
ま
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
当

時
に
お
い
て
は
脱
藩
で
あ
り
、
亡
命
で
あ
る
。
一
般

的
に
重
い
罪
を
負
う
。
実
際
、
松
陰
は
帰
国
命
令
の

後
、
萩
で
謹
慎
、
士
籍
・
世
禄
（
家
の
継
承
者
が
受

け
る
俸
禄
）
を
は
く
奪
さ
れ
て
い
る
。 

松
陰
の
東
北
の
旅
・
行
程
は
、
松
陰
の
『
東
北
遊

日
記
』（
抄
）
に
あ
る
。『
吉
田
松
陰 

東
北
遊
日
記
』

（
奈
良
本
辰
也
著
・
京
都
大
学
卒
、
元
立
命
館
大
教

授
）
を
参
照
に
少
し
見
て
み
た
い
。 

出
雲
崎
へ
の
行
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
江
戸
→

会
津
若
松
→
新
発
田
→
新
潟
→
出
雲
崎
→
佐
渡
（
小

木
・
相
川
）
→
出
雲
崎
→
新
潟
→
秋
田
・
・
・
。
松

陰
の
日
記
に
は
「
佐
渡
に
航
す
る
に
は
出
雲
崎
を
便

と
な
す
。（
嘉
永
五
年
二
月
）
十
四
日
出
雲
崎
に
到
る
。

風
気
宜
し
か
ら
ず
。
出
雲
崎
に
滞
る
こ
と
十
三
日
。
」

順
風
満
帆
と
は
い
か
な
い
も
の
だ
。
天
候
悪
く
船
は

出
ず
、
出
雲
崎
に
約
二
週
間
近
く
居
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
の
様
子
を
松
陰
は
「
幾
日
か
延
留
す
尼
瀬
の

浦
、
一
楼
に
起
臥
し
て
俘
囚
（
ふ
し
ゅ
う
・
捕
虜
）

の
如
し
」
と
記
し
て
い
る
。
出
雲
崎
で
は
尋
ね
る
人

も
お
ら
ず
、
ま
た
、
亡
命
の
身
な
れ
ば
行
動
も
制
限

さ
れ
る
。
宮
部
と
二
人
で
『
古
文
真
宝
』（
中
国
宋
時

代
頃
の
古
詩
文
）
を
読
む
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。 

  

松
陰
は
、
高
杉
晋
作
や
伊
藤
博
文
、
山
縣
有
朋
な

ど
を
松
下
村
塾
で
教
育
し
た
。
一
方
、
下
田
に
来
て

い
た
ペ
リ
ー
艦
隊
に
乗
船
し
て
密
航
を
画
策
し
た
事

件
や
、
討
幕
を
持
ち
か
け
た
事
件
な
ど
を
重
ね
、
投

獄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ

た
。
時
に
30
歳
、「
死
し
て
不
朽
の
見
込
み
あ
ら
ば
い

つ
で
も
死
ぬ
べ
し
（
松
陰
）」
と
、
身
を
も
っ
て
示
し

た
松
陰
の
最
期
で
あ
っ
た
。 

 

想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
松
陰
が
出
雲
崎
の
浜
辺

に
立
ち
、
己
が
目
指
す
新
し
い
国
家
の
夜
明
け
を
、

荒
波
の
向
こ
う
に
描
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
。 

          

〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 着
る
人
の
無
き
外
套
や
吊
る
さ
れ
て 

川 

西 

遠
藤 

比
呂
女 

     

け
し
ご
よ
り
新
た
な
年
の
匂
ひ
け
り 

川 

西  

生
田 

恒
憲 

 

曇
り
空
一
隅
照
す
福
寿
草 

松 

本  

田
中 

秀
秋 

家
ご
と
に
飾
る
街
道
初
天
神 

大 

門  

磯
部 

游
子 

雪
の
上
足
あ
と
い
っ
ぱ
い
元
気
だ
な 

四
年
生  

佐
藤 

悠
斗 

雪
晴
れ
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
ダ
イ
ヤ
か
な 

四
年
生  

諸
橋 

一
花 

ま
ど
あ
け
て
地
べ
た
一
面
白
い
雪 

五
年
生  

飯
田 

幸
奈 

星
空
が
き
れ
い
に
見
え
る
冬
の
夜 

五
年
生  

高
橋 

道
人 

木
も
山
も
み
ん
な
お
そ
ろ
い
雪
ぼ
う
し 

五
年
生  

細
木 

小
雪 

雪
だ
る
ま
た
い
よ
う
で
る
と
な
き
だ
し
た 

五
年
生 

 

古
矢 

莉
子 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 
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 1月 22日（木）から、小学 4～6年生を対象に全 8回の「バスケットボール教室」が始まりました。 

 ボールと触れ合うことから始まり、基本のドリブルでは手元を見ないようにお互い向かい合ってドリブ

ルを練習。最後のシュート練習ではゴールに入るたびに歓声が上がり、バスケットボールを楽しむ姿が見

られました。冬の寒さに負けない熱いプレイができるよう頑張ってください。 

 公民館では 2月 13日（木）に「第 28 回屋内ゲー

トボール大会」を開催します。この大会は町内の各

チームが冬期間の練習の成果を発揮する今年度最

後の町内大会です。 

また、3月 3 日（火）には町外のチームも参加す

る町体育協会主催「第１３回出雲崎町近郷ゲートボ

ール大会」を開催します。 

手に汗握る頭脳戦をぜひ観戦にお越しください。 

【会 場】 屋内ゲートボール場 

 公民館では「第３４回町民バドミントン大会」を開

催します。経験の有無は問いませんので、地域または

ご家族・ご友人でお気軽にご参加ください。 

【日 時】 平成２７年３月１日（日） 

午前８時３０分受付 

【会 場】 町民体育館 

  詳しくは折込チラシをご覧ください。 

昨年 7 月から始まった「出雲崎ッズ」の活動もいよいよ

大詰め。1月 19日（月）から、ニュースポーツをメインに

体育館で活動をしています。 

この日は、「フロアカーリング」と「ペタンク」を体験し

ました。どちらも体力よりも正確さが求められるスポーツ

なので、学年に関係なく参加することができます。普段の

スポーツとは少し違うニュースポーツにとまどいながらも

楽しく運動中です。 

2/4,18,25 日（水）19：30～21：00 

 


